
旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会第６回 

会 議 録（公表用） 

 

日 時 令和 8年 6月 5日（金）13時 30分〜17時 00分 

場 所 東川町農村環境改善センター ホール 

出席者 懇談会委員 29名（本日出席 17名。）／町役場 菊地町長以下 17名／

アドバイザー１名／設計協力会社①３名／協力会社２名 

配付資料 【資料 1】基本構想（案）、【資料 2】基本構想案説明、【資料 3】第

5回ワークショップ結果、【資料 4】第 6回ワークショップ資料、【資

料 5】住民説明会発言資料、【資料 6】有識者からの意見まとめ、【様

式】個人ワーク用シート 

１．開会・あいさつ 

○ 町長：これまで 5回の議論を重ねてきた。2つの設計事業者のプランをもとに議論を進

め、皆様の意見の方向性が見えてきたことで基本構想の形が整いつつある。本日の内容確

認とグループワークを経てパブリックコメントに入り、第 7回懇談会を経て 8月に基本構

想を公表したい。基本構想は方向性を確認するものであり、その後の基本計画・基本設計

で改めて議論していく。天然芝のサッカー場が明日オープンする。町の施設をどう活用し

次につなげるかが本プロジェクトで最も大切である。 

２．基本構想（案）の確認（グループワーク発表要旨） 

基本理念やめざす方向性・構造について 

１班 

「町全体がデザインミュージアム」の考え方には共感でき、全体的に肯定的な意見が多

かった。一方で「面・線・点・空間」の表現は「空間」のみ次元が異なり分かりにくい

ため、伝わりやすい地図等で示すべきとの意見や、基本理念は文化発信に絞ってはどう

かとの声があった。内容が多岐にわたり運営が難しいのではないかとの懸念も出され

た。 

２班 

基本構想について、具体的な案は出なかったが、「町全体がデザインミュージアム」と

いうコア・コンセプトの考え方には非常に賛同できる。 

３班 

表現として、施設と施設を結ぶのではなく、線をストーリーでつないでいくことをしっ

かり強調していくのが良いのではないか。 

４班 



基本理念には賛成だが、学校教育の観点においては、小・中学校は授業だけで既にいっ

ぱいで余裕がなく、学校機能として活用するのは難しいのではないか。一方で、放課後

授業、高校や専門学校として特色を出して活用していくのが良い。周辺にも同様の施設

があるため、地理的にもそのような活用が考えられる。 

基本理念やめざす方向性・構造についてのワークを踏まえた駅跡の役割や、導入機能につ

いて 

１班 

文化・歴史を知る機能は既に郷土館にあり、同じ機能を重ねる必要があるか疑問との意

見。町の施設一覧化で役割分担が分かりやすくなるとの声がある一方、家具・クラフト

関係ショップは道の駅にもあるため要否を問う声もあった。旧駅跡が全施設のハブを担

うには運営側の力量が問われ、交通面のハブはバスセンターの方が適するのではとの意

見もあった。 

２班 

駅跡の役割や、導入機能について色んな考えが記載されているが、すべて上手くまとめ

られている。 

３班 

東川駅跡が起点（ハブ）となる役割について、左側に織田コレクションがあり、地域交

流エリアとなる右側は基本構想の段階であるため、この予算額で本当に「デザインミュ

ージアム」と掲げているが、この駅跡１点が起点（ハブ）となりうるのかが疑問であ

る。点やハブという表現が良いのか、まだ詰めていく必要がある。せんとぴゅあやキト

ロンなど他にも点は沢山あるため、それらも含めて線（ストーリー）となるのが望まし

い。 

４班 

文化・学び・地域経済価値を生む機能はデザインミュージアムとして分かりやすいと評

価された一方、コミュニティに資する機能はせんとぴゅあ・公民館等との差別化が課題

との指摘。せんとぴゅあの図書館は満席で貸館機能が不足しているため、その受け皿と

する案や、町内の小団体への個別ヒアリングを通じて利用方法を具体化すべきとの意見

があった。 

空間の考え方について 

１班 

基本計画を進めるにあたり、具体的な動線を示してもらえた方が「町全体がデザインミ

ュージアム」という主旨をイメージしやすいという意見があった。想定する空間やエリ

ア活用の考え方については、町内回遊の仕組みを考え、１箇所に車を置いて、電気自動

車を利用してゼロカーボンを取り入れた方良いという意見もあれば、敷地内の広場を減

らして駐車場を増やした方がよい、という真逆の意見もあった。北４条道路にいくつか



の懸念要素（落雪、交通の安全）がある中で、そちら側に美術館ロビーがあるのは適当

かという疑問が挙がった。 

２班 

規模感が今後の論点となってくる。規模感が考えると、目指す方向性がはっきりしてく

る。その点の議論を深めていく必要がある。 

３班 

せんとぴゅあなどは平面で結ばれているが、回遊イメージは沸きづらい。夏のイメージ

ばかりで、冬のイメージがない、という意見があった。基本構想に機能が沢山盛り込ま

れているが、盛り過ぎるとスペースが足りないのではないか、という意見があったが、

これらを基に、今後の基本計画で色々引き算して検討していのがよい。基本構想には賛

同しているが、今後の基本計画が重要となる。 

４班 

デザインミュージアム側とコミュニティ側として利用区分を分けた方が良いのではない

か。ミュージアム側はしっかり美術館コレクションを見てもらい、日本、世界に発信す

る形で集客を考えたい。コミュニティエリアは我々が利用する。自身はネイチャーガイ

ドをしており、両方がリンクしていなくても、地域案内として人の往来は可能であ

る。） 

基本構想案に対しての総評について 

１班 

全体総評としては期待大である。誰が運営するのかという疑問や、盛り沢山な内容とな

ってしまっているため、コンパクトに優先順位を付けて計画するのが良いのではない

か。町民に話し合いの過程が見えることで透明性が感じられる、という意見があった。 

２班 

加工場を設け製品開発に注力すべきとの意見や、運営を担う地域商社・まちづくり会社

の設立を求める声があった。「町全体がデザインミュージアム」の考え方からは、新た

に建てず道草館やモンベル等既存施設の活用も可とし、基本構想達成に向けた具体策を

今後の基本計画で詰めていきたいとされた。 

３班 

全体としては問題ない。点については、新たな拠点という表現が良いのではないか。構

想として、我々は観光協会であるため、観光というワードが弱いという意見があった。

また、構想に四季を感じられるような点があるとよい。また、回遊や周遊など関係人口

の図を見ると、東川町に人が来て通り過ぎてしまうイメージがある。どちらかと言うと

宿泊して留まるイメージも重要である。 

４班 



交付金とふるさと納税で予算が賄えると非常によい。物価上昇の見込みは常に付いてく

るものであるため、予定通りには行かないことは覚悟したうえで進めるのが良い。利用

者をデザインする、使い方をデザインする、特に町外から来町してもらうためには、こ

ちらが主体的に営業かけるイメージをすると、利用の方向が見えてきて、より具体的に

議論がきるのではないか。 

３．閉会 

○ アドバイザー：基本構想について次につながるポジティブな意見が多かった。位置づ

けの確認と課題出しができ、次の基本計画でやるべきことの共通認識ができた。文言の意

味づけには課題が残るが、概ね話し合いができた。 

○ 町長：2年間にわたり議論を重ね、町民の東川町に対する理解度が非常に上がったこと

が第一の成果である。基本構想の内容は概ね賛同いただいた。子どもたちの成長にこの施

設がどう役立つかを考えることが重要であり、10年・20年後を見据えて整理を進めた

い。 

以上 


